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１９９５．１．１７ 兵庫県南部地震におけるメディアの状況

地域の被災者には情報は届かなかった
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２００４年 台風２３号

避難に関する情報がうまく伝わらなかった

関西広域において放送での避難指示の地域への伝達はほぼできなかった

情報格差 独居高齢者の死者が出てしまった
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広域情報共通基盤システム構築の理念と目的

◆関西広域２府４県、各府県下の市町村、圏域内のライフライン事業者が提供する災害情報など各種公共情報
を一元的に収集する。

◆収集した情報を、府県、市町村、ライフライン事業者に放送事業者を初めとするメディアを加えた参画機関で
情報共有を図る。

◆各機関が個別に提供する情報を、一覧性をもって参照・取得可能とすることにより、関係機関間での情報流通
活性化・効率化を図るとともに、住民に対し、地上デジタル放送などメディアを通じ迅速な情報提供を実現する。

◆防災・災害情報など公共情報を広域集約・共有により、地上デジタル放送など多メディア発信に
より、関西広域における住民の生命、財産を最大限守るとともに、経済発展のベースとなる社会
インフラとしてとして機能するよう昇華するものとする。

理 念

目 的

【ＷＧ検討体制・ﾒﾝﾊﾞｰ】 ・神戸市外国語大学 芝 勝徳助教授 （座長）

・総務省 近畿総合通信局

・国土交通省 近畿地方整備局

・関西２府７県４政令市（情報部門・防災部門）

・(社）関西経済連合会

・(財）関西情報・産業活性化センター

*適時、メディア企業、ライフライン事業者の参加

■Ｈ１８年度 KC「関西広域情報共通基盤化推進ＷＧ」 取り組み体制

＜注＞情報共通基盤の検討はＨ１６年度より「電子行政ＷＧ」で進めてきた。
平成１８年度 関西広域連携協議会 防災部会と情報部会の共同で、「関西広域情報共通基盤化推進ＷＧ」を設置した。
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◆防災情報の広域的共有モデル◆従来型の防災情報提供モデル

市町村

都道府県

新聞社

放送局

ライフライン
事業者 その他

FAX等 ＦＡＸ

情報共有
情報蓄積
情報配信

関西広域
情報共通基盤

市町村

都道府県

ライフライン
企業

国の機関

地上
デジタル放送

放送局
マスコミ

緊急広報

ワンセグメント放送

ケータイ

書式
バラバラ

ＦＡＸ
の山

★関西の国、自治体、ライフライン企業
等が発信する情報を一元的に集約

★地上デジタル放送などのメディアを通
じ、災害情報を迅速かつ正確に伝達

★関西広域の防災関係者が情報を共有
できる体制を強化

何が重要か
わからない！

防災・災害情報の広域的共有モデルの実現
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広域情報共通基盤システムの目指す姿

関西電力

家庭
コミュニティ

放送事業者
在阪準キー局

ＮＨＫ
独立Ｕ局 CATV

事業者

ラジオ局

新聞社

大阪ガス

交通事業者
通信事業者

関西広域情報
共通基盤システム

◆情報収集
◆情報共有
◆情報配信

都道府県
市町村

地方整備局

◆ライフライン事業者の情報を一元的に集約、
迅速かつ正確に提供

●ライフライン事業者による情報提供先と
他社情報参照先を一元化することにより、
災害時の情報管理を効率化

●住民に対する迅速かつ正確な情報提供に
より、企業としての社会的信用度の向上

●他社情報、自治体情報との連携を図り、
自社の持つライフライン情報を効果的に提供

◆自治体の情報を集約し、迅速かつ正確に提供

●自治体による情報提供先と他自治体情報の参照先
を一元化することにより、行政界を超えて災害時情報
を効果的に提供、情報管理を効率化

●災害時処置の迅速性、的確性向上

◆災害情報など公共情報を集約し、メディア経由で
住民に情報提供

●メディア企業 情報参照先の一元化による効率化

●電子的共通フォーマットデータ取得により、
情報入手の速度・精度の向上
（個別のFAXによる情報授受の非効率運用から脱却）

◆住民による情報参照／取得手段の多様化

●災害時に住民が必要とする情報を体系的に整理
された情報ソースからワンストップで入手

●放送波の利用により、輻輳のない確実な経路から
情報を入手

●自治体提供メールサービス等との連動

地上デジタル放送

ワンセグ放送



7

広域情報共通基盤システムの目的と目標

目的 ①効率的・迅速な情報提供・配信を実現
②情報の効率的一元化と共有を実現

Ⅰ 情報形式の定型化により、情報収集・配信を効率化
◎共通フォーマット化 ：自治体被災情報、交通事業者などライフライン企業提供情報
◎放送を要する情報（避難勧告・指示、不通情報、災害情報etc）の随時伝達
◎ＲＳＳ等による最新情報の収集とフィード

Ⅱ 共通基盤側から自動巡回により各種情報の収集・蓄積
◎巡回自動収集システム（クローラー、ＲＳＳ技術）を活用し、多方面の情報収集
◎収集情報をDBに蓄積、時系列、地域、緊急度、内容等で網羅的に把握

Ⅲ 蓄積情報の整理編集、配信制御
◎蓄積情報を、時系列、地域、緊急度、内容等で網羅的に把握
◎情報源や必要に応じ、情報配信先の設定実現（経路、アクセス制御）
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広域情報共通基盤システムに対する要求機能レベル

レベル１ 避難勧告など住民へ迅速に発信すべき情報を放送事業者へ伝
達する。

レベル２ 災害関連情報を収集し、一元的に整理し関係機関で情報共有
を行い、広域・県域放送事業者からの放送実証を行う。

レベル３ 広報・観光イベント等の周知など情報範囲を拡大する。
情報の網羅性、検索性を備えた機能とする。

「いつも使っていないシステムは、いざという時使えない」ことを避けるため
レベル３機能はレベル２機能と合わせて実現を行う。

【Ｈ１７年度 兵庫県実証ー毎日放送１セグ実証連携】

【Ｈ１８年度 複数府県域ー広域運用実験】

【Ｈ１９年度以降実運用化目標】
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大阪e-ＩＤＣ
広域共通基盤
プロトタイプ
システム

【ＫＣ調査研究
事業】

神戸市

兵庫県

西宮市

サンテレビ

＊局内実証

兵庫県
情報共有
サーバ

毎日放送

＊局内実証

【Ｈ１７年度総務省公共アプリケーションパイロット事業】
【通信・放送融合
助成事業】

ＡＳＰ間通信

避難関連
メッセージ中継

１セグで
避難情報
発信

避難関連
メッセージ
を発信

■兵庫県実証－毎日放送１セグ実証 連携試験■ 平成１８年３月
・大阪IDCにプロトタイプ広域共通基盤を設置、兵庫県実証と毎日放送１セグ実証を連携
・神戸市で入力した避難情報を大阪広域基盤にＡＳＰ－ＡＳＰ間通信で伝送、
広域基盤から毎日放送へＴＶＣＭＬ形式で伝送し、１セグ放送の局内実証実験を行った。

毎日放送と接続
避難情報報を
TVCML形式で
送る

LGWANﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ

ＬＧＷＡＮ
兵
庫
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ

平成１７年度実証実験 ＜兵庫県実証ー毎日放送１セグ実証実験連携＞
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サンテレビ 毎日放送

局内実証

１セグ局内実証

広域情報共通基盤
（プロトタイプ）

兵庫県ＮＯＣ

Ｈ１７年度県域ー広域間実証実験 ＜兵庫県実証ー毎日放送１セグ実証連携＞

神戸市

県内ＬＧＷＡＮ

大阪ＩＤＣ

＊避難関連情報入力

（ＬＧＷＡＮ－ＡＳＰ間通信

＜災害情報＞ ＜避難関連情報＞

↓

ＴＶＣＭＬ変換



11

広域情報共通基盤に格納される情報ソースと収集方法
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情報共通基盤を使って何ができる？（情報利用編）

●利用形態
・RSSフィードを使い、最新の状況を把握する。
・トップページで関西圏全体の状態を把握できる。（エリア毎にフレームをきり、時系列で表示）

２つの表示モード 災害内容－＞エリア エリア－＞様々な災害内容
・テーマ（キーワード）で災害発生情報を検索表示する。（天候：風雨雪、土石流、洪水・・・）

エリアを指定し、情報を検索表示する。（～県の情報 ～市の状況）
蓄積情報を元に、状態変化を見る。（時系列順に情報を表示）

■情報共通基盤Ｗｅｂにアクセスすることで、災害状況を関西広域で把握できる。

■関西広域の災害関連情報を防災関連システムに提供できる。
（システム－システム間インタフェイス使用）

●コンテンツ内容
・関西広域の災害発生や対応状況
・ライフライン企業等の状況（障害内容とその対応状況、被害規模等）
・各種災害関連サイトがインターネット発信する情報（リンク集＋Webキャプチャベース）

●利用形態
・防災情報サイトを通じ情報を提供し、住民広報に役立てる。（大阪府 情報多重システム等）
・県域共通基盤で情報を受け、県域内防災関係者に関西広域情報の提供を行う。（自治体）
・関西広域状況の把握、分析（メディア企業）
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情報共通基盤で何ができる？ （情報発信・共有編）

■災害広報を多くのメディアに対し情報基盤経由で行うことができる。

■広域災害・大規模災害時 他府県の防災関係者とのコミュニケーションルート
とすることができる。

行政、ライフライン企業等の防災関係者

メディア企業

・メディア企業に情報配信し、様々なルートで住民へ周知を進める。
・ＴＶＣＭＬによる避難関連情報、災害情報など放送の迅速化

・共通board,blogベースを使い、要請を行ったり、意見交換を行う。 注 Ｈ１８システムでは未実装
・自治体関係者に対し、迅速に情報提供できる。

■様々な地域の状況を把握することで、人間による取材対象を絞ることができる。

■ＲＳＳを用いた情報配信により、迅速に災害関連情報を得ることができる。

■電子情報で情報を得ることができるため、記事編集・送出が容易になる。

■災害に関し、多数の情報が集約されており、取材効率を向上できる。
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システム概念図
■情報発生源である各自治体、ライフライン企業からの情報収集～蓄積・共有～情報配信までの機能を有する。

LGWANCAP

CAP

広域情報共通基盤
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システム要件・実現手法
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情報共通基盤を実現する方式、技術

１．広域基盤の方式構成
システムの構成、機能配備としては、関西圏全体の情報を集約す

るため、集中型を基本とするが、府県内での情報集約と、県域メディ
アへの情報発信を低コストで実現することを考慮し、県域基盤ー広
域基盤の２階層モデルをとることとした。

県域基盤の整備は時間差が生じることに対し配慮が必要である。
そのため、県域基盤が未整備の府県、市長村では、直接広域基盤
に避難情報を投入できる機能を広域基盤に設けることとした。

関西広域の市長村、府県と「信頼性」「信用性」を持って接続する
ため、「ＬＧＷＡＮ」を採用し情報交換を図ることとした。

２．県域基盤の情報連携機能
県域基盤があると、市長村は県域基盤経由で情報を広域基盤に

アップすることができる。そのため、県域基盤は、防災システムが持
つ機能として構築される場合と、既設防災システムに接続した「情報
連携システム」として構築される場合がある。２重投入を防ぐため、
県域基盤は県防災システムに投入された避難情報を情報連携し、
広域基盤にメッセージ伝送する。

３．情報連携方式

３．１ 警報の伝送
各府県の防災システムは、それぞれ有する機能や情報の持ち方、意味づ

け等が異なっている。広域基盤が個々のシステム毎に専用の接続インタフェ
イスを用意すると莫大な開発費が必要となる。そのため、「警報に特化した
標準」を用いることとした。OASIＳでは警報用にCAPが定義され、Ver1.1が
仕様として公開されている。

広域共通基盤と各府県県域基盤とのシステム接続においてＣＡＰを使用す
ることとし、各府県の防災システム情報とＣＡＰとの対応付けは各府県で実
施することとした。

３．２ 高信頼性メッセージ伝送
自治体が避難情報を放送局等に届ける方法は、ＦＡＸ等によりPush型で情

報を伝送し、相手に届いたか、自治体でわかるようになっている。
ＦＡＸから新たなシステムに移行する場合にも、同様の責任分担を確保す

ることと伝送信頼性向上のため、「ＷＳ－ＲＭ」をCAP伝送用に採用した。
WS-RMを使うことでhttpの上位のメッセージ交換において、メッセージ紛

失や無応答を検出し再送制御したり、順序逆転等を防止することができる。

３．３ RSSを用いた情報収集配信
CAP1.1は警報を伝達するために有効であるが、自治体、ライフライン企業

等がＨＰ上で発する災害関連情報はより多様である。ＨＰ上の新着情報等を
ニュースのヘッドライン的に処理する手法としてRSSが普及してきた。

情報発信者はＨＰの要約をＲＳＳ形式で記述しておく。情報収集者はHP全
体を読むのでなく、ＲＳＳ情報のみ取得する。ＨＰ全体にアクセスするより情
報発信側も収集側も負荷が軽い。

重大な災害発生時、ＨＰ構成を変更し災害関連情報を中心に発信すること
がされるがRSSのURLを固定化しておくことで、ＨＰ構成が変更されても、必
要なページにアクセスできる。

RSS フルスペル ： Rich Site Summary 
別名 ： Really Simple Syndication, RDF Site Summary 

Webサイトの見出しや要約などのメタデータを構造化して記述するXMLベースの
フォーマット。主にサイトの更新情報を公開するのに使われている。

RSSで記述された文書には、Webサイトの各ページのタイトル、アドレス、見出し、
要約、更新時刻などを記述することができる。RSS文書を用いることで、多数のWeb
サイトの更新情報を統一的な方法で効率的に把握することができる。

広域基盤

LGWAN 県域基盤

府県防災
システム

県LGWAN

県域放送局
在阪放送局等

情報共通基盤の構成

県域基盤が未整備の場合
県域基盤整備時
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参考 用語について

■CAPとは・・・
緊急時の警報情報を交換するための

ＸＭＬ形式フォーマットで、2004年5月に
OASIS標準として承認された。

CAPの構造

（OASIS Common Alerting Protocol , V1.1より）

■WS-RMとは・・・

WebサービスにおけるSOAPの信頼性向上を目的としたものであり、

・送達保障（送信側からのメッセージが確実に受信側に届けられる）
・重複削除（複数の同一メッセージが受信側へ届けられることがない）
・順序保障（送信側から送ったメッセージの順番と受信側が受信したメッ

セージの順番が同じになる）

の3つをプロトコルレベルで保障することにより、信頼性の高いメッセー
ジ交換を実現することを目的とする。

■SOAP ソープとは
XMLとHTTPなどをベースとした、他のコンピュータにあるデータやサー

ビスを呼び出すためのプロトコル(通信規約)。
SOAPによる通信では、XML文書にエンベロープ(封筒)と呼ばれる付帯

情報が付いたメッセージを、HTTPなどのプロトコルで交換する。サービス
を利用するクライアントと、サービスを提供するサーバの双方がSOAPの

生成・解釈エンジンを持つことで、異なる環境間でのオブジェクト呼び出し
を可能にしている。

■TVCMLとは・・・

中部地方において自治体と放送局間の運用ルールの共通化、共通データ構造フォーマットの策定に
向けた取組みを行っている「デジタル放送地域情報XML共通化研究会（通称 TVCML研究会）」で規定された、
放送事業者に対する公共情報提供用のXML形式
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SOA／Webサービスとして実装

CAPをベストプラクティスとして採用
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行政と放送事業者との間で連携する情報 ＜避難関連情報の連携＞

＊避難関連情報

■避難準備勧告

■避難勧告

■避難指示

市町村 府県 共通基盤 放送事業者

■避難準備勧告

■避難勧告

■避難指示

防災情報システム

■避難準備勧告

■避難勧告

■避難指示

Web
システム

DB等

〔１次情報として連携する場合〕

〔２次情報として連携する場合〕

共
通
基
盤

放
送
局
シ
ス
テ
ム

〔既存Webサイト連携〕

〔既存DBシステム連携〕

共通基盤から既存の住民向け
情報を公開しているサーバ
（ミラーサーバ）へ情報を取得
しにいくパターン

共通基盤と連携のための専用
のインタフェースを制作し情報
を連携するパターン

公開情報

放送事業者等へ
共通の
インターフェース
を提供

共通基盤の提供するWebフォームに対し直接投入
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情報閲覧

ＴＶＣＭＬ配信
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Ｈ１８ 構築システムの全体構成

兵庫県
NOC

和歌山県
NOC 滋賀県

NOC

奈良県
NOC

京都府
NOC

滋賀県

兵庫県和歌山県奈良県

京都府

市町村

市町村市町村
市町村

市町村

大阪府立IDC

FW
蓄積・変換系

サーバFW

R

L2SW

SU

FW

大阪府
NOC

LGWAN-ASP

L3SW

L2SW-1

共有サーバ
（SMTP/DNS/NTP）

FW

防災情報システム

大阪府市町村

安
心
安
全
携
帯
メ
ー
ル
Ｓ

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

FW

R

収集・配信系
サーバ

（大阪府、放送局
インターネット用）

収集・配信系
サーバ

（LGWAN用）

L2SW-2

LGWAN
バックボーン

びわ湖テレビ

奈良テレビ

テレビ和歌山

テレビ大阪

近畿地方整備局

大阪ガス

INTERNET

京都放送

毎日放送

関西テレビ

朝日放送

読売テレビ

ＮＨＫ大阪

サンテレビ

フレッツ
グループ

（閉域接続）

ポータル閲覧

RSS収集
（ＷＥＢからの自動収集）

ＴＶＣＭＬ
配信

ポータル閲覧

・・・データセンターの既存設備を利用

・・・本プロジェクトで設置した機器

ライフライン自治体

関西電力
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Ｈ１８広域情報共通基盤が提供する機能
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Ｈ１８広域情報共通基盤が提供する機能
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システム画面例

ポータル画面

ログイン画面
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システム画面例

入力フォーム（一覧）

入力フォーム（詳細）
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システム画面例

閲覧フォーム（時系列検索）

閲覧フォーム（指定時刻検索）

地域、災害種別、時刻等の
検索条件によって関西広域
の避難情報の発令状況が検
索可能
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【新着情報】
関係機関から集められた一覧情報をカテゴリごとに表示します。

情報共通基盤 画面サンプル
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